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は
じ
め
に
（
縄
文
土
器
と
ア
イ
ヌ
の
神
々
）

イ
タ
リ
ア
人
の
フ
ォ
ス
コ 
マ
ラ
イ
ニ
氏
「
が
『
ア

イ
ヌ
の
イ
ク
パ
ス
イ
』
と
言
う
書
を
一
九
七
〇
年
に
書

い
て
い
る
。
こ
の
書
に
は
ア
イ
ヌ
民
族（
以
下
、ア
イ
ヌ
）

の
十
三
神
な
ど
多
数
の
イ
ラ
ス
ト
が
掲
載
さ
れ
、
意
味

不
明
の
印
も
非
常
に
多
い
。
多
く
見
ら
れ
る
の
は
沖
の

神
：
鯱
（
シ
ャ
チ
）「
△
」、
陸
の
神
：
熊
「

」、
空

の
神
：
鶴
「
」、
山
の
神
（
図
４
）
な
ど
だ
。

筆
者
の
住
む
町
田
市
の
隣
り
の
相
模
原
市
立
博
物

館
で
縄
文

土
器
の
展

示
が
行
わ

れ
た
時
に

相
模
原
市

当
麻
で
出

土
し
た
勝

坂
式
土
器

が
展
示
さ

れ
た
。
縄
文
中
期
の

土
器
の
中
に
ア
イ
ヌ

の
神
々
が
多
数
描
か

れ
て
い
る
こ
と
に
驚

か
さ
れ
た
。
こ
の
展

示
会
で
筆
者
は
、
ア

イ
ヌ
は
北
海
道
だ
け

に
存
在
し
て
い
る
の

で
は
な
く
縄
文
時
代

か
ら
関
東
地
方
に
生
存
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
契
機
と
な
っ

た
。縄

文
土
器
の
三
叉
紋
〔
△
〕
は
沖
の
神
ー
シ
ャ
チ
に
類
似
（
図
２
）。

こ
の
他
に
も
空
の
神
が
上
縁
に
描
か
れ
〔
く
く
く
〕
の
よ
う
に
描
か
れ

る
も
の
（
図
３
）、
陸
の
神
は
〔XXXX

〕
の
ご
と
く
描
か
れ
て
い
る
も

の
が
あ
っ
た
（
図
７
）。
し
か
し
、
ア
イ
ヌ
の
神
々
と
い
う
説
明
を
見
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。

縄
文
中
期
の
勝
坂
式
土
器
に
は
人
面
土
器
と
称
す
る
も
の
が
あ
る

図 1 海の神シャチ（鯱）の紋様
講談社『縄文土器大成』第２巻中期

⇧

図 2. シャチ rep-un-kamui の像（『アイヌのイクパスイより抜粋）

図 4. 山の神

図 3. 空の神鶴（くくく）が中天に羽ばたく

エ
ミ
シ
、
ア
イ
ヌ
民
族
は
ス
キ
タ
イ
、
バ
ル
カ
リ
ア
ン
の
末
裔
か

　
ー 
ア
イ
ヌ
の
墓
標
か
ら
見
た
北
方
騎
馬
民
族
の
刀
剣
と
日
本
の
上
古
刀
と
の
関
連
性
の
研
究 

ー 
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が
、
こ
れ
は
太
陽

「
☀
」
を
意
味
す
る

事
も
考
え
ら
れ
、

宇
宙
や
自
然
の
中

の
神
秘
性
や
美
し

さ
を
表
現
し
て
い

る
と
感
じ
さ
せ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

土
器
に
は
、
①
上
天
（
高
天
、

天
国
）、
②
中
天
（
我
々
が
眺

め
る
空
）、
③
大
地
、
④
地
中
に

立
つ
柱
の
４
つ
の
部
分
か
ら
構

成
さ
れ
る
も
の
が
有
る
ら
し
い

が
、
縄
文
土
器
に
も
シ
ャ
マ
ニ

ズ
ム
の
宇
宙
観
（
図
５
）
が
含
ま

れ
て
い
る
と
考
え
る
。
図
６
は
亀
の
上
に
立
つ
四
頭
の

象
、
上
天
を
蛇
（
星
座
）
が
巻
き
付
い
て
い
る
イ
ン
ド

の
宇
宙
観
（
図
６
）
に
由
来
す
る
。
こ
の
図
が
あ
れ
ば
地

震
や
竜
巻
、
星
座
の
動
き
な
ど
を
一
応
説
明
す
る
事
が

で
き
る
。
四
本
の
柱
は
東
西
南
北
に
配
置
さ
れ
、
や
が
て

人
び
と
は
東
西
南
北
へ
と
旅
を
し
て
人
類
大
移
動
と
な

る
。図

１
の
勝
坂
式
土
器
を
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
的
に
観
察
す

る
と
、
中
天
に
鶴
が
羽
ば
た
き
、
大
地
に
熊
や
、
人
間

以
上
の
力
を
持
っ
た
動
物
の
神
威
を
描
き
、
激
し
い
火

炎
が
土
器
全
体
を
覆
っ
て
い
る
様
に
感
じ
ら
れ
る
。

シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
は
シ
ベ
リ
ヤ
に
発
生
し
た（
注3

）が
、東
西
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
や
イ
ン
ド
に
伝
播
し
、
は
っ
き
り
し
た
宇
宙
観
と
し
て
描
か
れ
る

様
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
（
図
６
）。
太
陽
（
☀
）、
起
伏
の
あ
る
大
地

（

）、四
方
を
意
味
す
る（
＋
）、空
を
と
ぶ
鳥（
）、竜
巻
き（

）、

山
（
△
）、
川
（

～ ～

）
な
ど
は
幼
少
期
に
自
然
を
観
察
し
た
描
写
に
似

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
デ
ザ
イ
ン
は
更
に
変
容
す
る
。
山
の
印

は
陸
の
神
「
熊
」（
Ｘ
）
に
変
容
（
図
７
）
し
、
次
第
に
ア
イ
ヌ
特
有
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
っ
た
と
推
考
さ
れ
る
。

フ
ォ
ス
コ
氏
の
イ
ラ
ス
ト
を
見
た
筆
者
は
、
ア
イ
ヌ
の
神
々
は
ア
イ

ヌ
刀
や
更
に
は
日
本
刀
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
た
の
で
、

筆
者
は
一
九
九
四
年
に『
ア
イ
ヌ
刀
と
縄
文
土
器
』と
言
う
論
文
を『
舞

草
刀
研
究
紀
要
』
に
纏
め
て
発
表
し
た
（
第
六
号
参
照
）。
こ
の
論
文
の
中

で
筆
者
は
、
北
海
道
の
ア
イ
ヌ
の
人
達
が
自
分
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
の
特

徴
を
墓
標
に
入
れ
、墓
標
の
特
徴
を
製
作
し
た
刀
剣(

塩
竈
神
社
収
蔵)

の
茎
に
刻
み
込
ん
で
い
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
茎
の
形
式
は
、
後
世

の
日
本
刀
の
流
派
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
る
事
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と

今
で
も
考
え
て
い
る
。

一
九
九
四
年
か
ら
二
七
年
を
経
て
、
ア
イ
ヌ
の
墓
標
が
世
界
で
最
初

に
鉄
剣
を
つ
く
っ
た
ス
キ
タ
イ
民
族
（
以
下
、
ス
キ
タ
イ
）
の
刀
剣

に
類
似
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
そ
の
点
を
研
究
す
る
第
一
歩
と
し
て
、

⑴
ス
キ
タ
イ
と
ア
イ
ヌ
の
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
的
シ
ン
ボ
ル
の
比
較

⑵
ア
キ
ナ
ケ
ス
の
把
頭
、
剣
格(

鍔)

と
ア
イ
ヌ
の
墓
標
と
の
比
較

⑶
ア
キ
ナ
ケ
ス
の
把
頭
、
剣
格
と
蕨
手
刀
な
ど
の
タ
イ
プ
を
比
較

以
上
の
三
点
に
よ
り
両
者
の
関
係
を
推
定
し
た
い
。
い
う
な
れ
ば

偶
然
の
一
致
な
の
か
、
は
た
ま
た
人
類
の
移
動
に
よ
っ
て
起
き
た
必

くくくくくくくくくくくくくくくくく

上天（天国）

中天

⇧大地

地獄

図 5. ヨーロッパでみられる家の入
り口や窓の形

図 6. 古代インド人が考えた宇宙
小学館『宇宙』

図 7. クマの象徴（『アイヌのイクパスイ』より抜粋）
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然
な
の
か
、
と
い
う
単
純
な
疑
問
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

一
、
ス
キ
タ
イ
の
銅
剣
と
鉄
剣

ス
キ
タ
イ
の
発
祥
地
は
黒
海
の
北
部
（
現
在
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）
で

あ
る(

図
８)

。
現
在
の
研
究
で
は
イ
ラ
ン
系
（
ア
ー
リ
ヤ
ン
）
と
見
ら

れ
て
い
る
。

骨
刀
（

）
が
造
ら
れ
た
の
は
、
ス
キ
タ
イ
時
代

以
前
だ
が
、
骨
刀
か
ら
銅
剣
を
造
り
始
め
た
の
は
サ
ル
マ
ト
人
で
サ

ル
マ
タ
イ
期
と
い
う
銅
剣
時
代
を
築
い
て
い
る
。
次
に
銅
剣
を
鉄
剣

に
変
え
た
の
が
ス
キ
タ
イ
で
あ
っ
た
。
紀
元
前
三
世
紀
頃
に
世
界
で

最
初
に
鉄
剣
を
作
っ
た
の
は
ス
キ
タ
イ
民
族
で
、
今
日
で
は
通
説
に

な
っ
て
い
る
。
ス
キ
タ
イ
の
刀
剣
の
変
容
タ
イ
プ
は
銅
剣
と
鉄
剣
時

代
を
と
お
し
て
観
察
が
必
要
で
あ
る
。

ト
ル
コ
の
研
究
者
エ
ミ
ネ
・
ソ
ヌ
ル
・
オ
ス
カ
ン
は
、
最
近
の
著

図 9. 紀元前 7-3 世紀のスキタイ
Dr. E V CERNENKO ANGUS McBRIDE Dr. M GORELIKV 『The 
Scythains 700-300BC』 P.28

図 8. 黒海北部の古
代ギリシャとタウ
リズ（古代イラン
北西部の都市）/ ス
キタイ。
スキタイ文化は一
体化した (Emiene 
Sonnur Ozcan,"The 
Identity of Scythian 
and Turk" 2020. 
p.54)
Source: Michele 
Angel (drawing), 
Adrienne  Mayor, 
The Amazon, 
Princeton Univ. 
Press 2014. p.

⇦スキタイ

⇦サルマタイ

黒海

ヒッタイト

アナトリア

ギリシャ

トラキアン
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書
の
序
文
で
「
ス
キ
タ
イ
と
ト
ル
コ
の
生
活
ス
タ
イ
ル
は
非
常
に
よ

く
似
て
い
る
」
と
指
摘
し
、
更
に
「
ス
キ
タ
イ
は
タ
ウ
リ
ス
（
イ
ラ
ン

の
首
都Tauriz

）
と
共
同
体(Unity)

と
な
り
、〝
タ
ウ
リ
ス
／
ス
キ

タ
イ
〟
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
と
共
同
体(Unity)

で
あ
っ
た
」
と
述
べ

て
い
る
（ 
注4)

。
ス
キ
タ
イ
社
会
は
青
銅
時
代
を
築
い
た
サ
ラ
マ
チ
ア

に
近
く
、
ス
キ
タ
イ
の
青
銅
剣

は
ギ
リ
シ
ャ
に
伝
播
（
図10

）
し

た
。
そ
れ
を
示
す
よ
う
に
ギ
リ

シ
ャ
の
考
古
学
博
物
館
に
は
多

数
の
ア
キ
ナ
ケ
ス
形
銅
剣
が
展

示
さ
れ
て
い
る
。「
ア
キ
ナ
ケ
ス
」

と
い
う
言
葉
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語

で
あ
る
。

彼
ら
は
、
他
の
民
族
と
同
盟

を
結
ぶ
時
に
は
盃
に
相
手
の
血

を
入
れ
、
両
手
を
絡
め
た
腕
で

酌
み
交
わ
す
と
言
う
性
別
さ
え

も
度
外
視
し
た
儀

式
が
行
な
わ
れ
た

（
注
６
）。
そ
れ
は
命

を
か
け
た
約
束
で

あ
り
、
部
族
衝
突

を
避
け
る
一
つ
の

方
法
で
あ
っ
た
。

ス
キ
タ
イ
の
勢
力
圏
は
、
現
在
で
は
ス
キ
タ
イ
の
生
活
様
式
の
類

似
性
か
ら
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
各
地
に
そ
の
形

跡
が
見
い
だ
さ
れ
報
告
さ
れ
て
い
る
。

エ
ミ
ネ
・
ソ
ヌ
ル
・
オ
ス
カ
ン
の
前
掲
書
に
よ
る
と
、
ス
キ
タ
イ
／

ト
ル
コ
の
生
活
様
式
の
類
似
性
は
７
区
域
に
及
ん
で
い
る
。（p.29

た
だ

し
そ
の
出
処
はBirni

の
ノ
ー
ト
に
し
た
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
図12

）

七
つ
の
区
域
：

ⅠHind  

イ
ン
ド
（
デ
カ
ン
高
原
の
北
部
地
方
）（Hind

ペ
ル
シ
ャ
名
）

Ⅱ Lands:Garb,  W
est (al-garb/al-Gharb)　

イ
ン
ド
西
部

Ⅲ Lands:Sham
 and M

aghrib   

ダ
マ
ス
カ
ス
、
ア
フ
リ
カ
北
部

Ⅳ Lands:Iranshehr  

イ
ラ
ン
諸
国

Ⅴ Lands:Rum
(Rom

an Lands) and Saqalib 

ロ
ー
マ
諸
国

Ⅵ Lands: Hazar and Turk 

ハ
ザ
ー
ル
、
ト
ル
コ

Ⅶ Lands:China and Tibet 

中
国
、
チ
ベ
ッ
ト

ス
キ
タ
イ
の
生

活
様
式
の
類
似

性
は
こ
の
様
に
各

地
に
み
ら
れ
る

が
、
そ
れ
は
ス

キ
タ
イ
の
銅
剣
時

代
に
始
ま
っ
て
い

る
。
例
え
ば
中
国

へ
の
影
響
を
考
察

す
る
と
、
周
代
銅

剣
に
既
に
ア
キ
ナ

ケ
ス
銅
剣
の
影
響

が
み
ら
れ
る
。
し

図 11. 杯を酌み交わすスキ
タイ『Thracian Warrior』

図 12. al-Birni's note: ペルシャ領ヘルメス

図 10. ギリシャの青銅剣（アテネ考古学博物館）
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か
し
、
日

本
へ
の

影
響
は

銅
剣
か

ら
開
始
さ

れ
て
い
る

の
で
は
な

く
、
鉄
剣

か
ら
開

始
さ
れ
て

い
る
の
が

興
味
深

い
相
違
点

だ
。
こ
れ

は
時
代
を

考
え
る
う

え
で
一
つ

の
大
き
な
手
掛
か
り
に
な
る
だ
ろ
う
。（
た
だ
し
、W

iki-pedia
に
よ

る
と
「
ア
キ
ナ
ケ
ス
は
平
安
時
代
の
日
本
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と

が
文
献
に
見
え
る
」（「
ア
キ
ナ
ケ
ス
」
で
検
索
、
参
照
）
と
紹
介
し
て
い
る
が
、

こ
の
場
合
は
中
国
か
ら
持
ち
帰
っ
た
銅
剣
な
の
で
論
外
と
す
る
。）

も
う
一
点
の
興
味
深
い
点
は
、
ス
キ
タ
イ
は
単
な
る
騎
馬
民
族
で

は
な
か
っ
た
こ
と
だ
、
彼
等
は
大
き
な
船(NYM

PHEA)

（
図14)

を

つ
く
り
黒
海
周
辺
諸
国
と
貿
易
を
お
こ
な
う
優
秀
な
航
海
士
集
団
で
も

あ
っ
た
。

黒
海
の
船
の
権
益
を
め
ぐ
り
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
フ
ァ
ラ
オ
と
戦
っ

た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
そ
の
フ
ァ
ラ
オ
に
つ
い
て
は
、「
コ
ー
カ
サ

ス
の
カ
バ
ル
デ
ィ
ニ
ア
ン
が
四
百
年
か
け
て
エ
ジ
プ
ト
に
移
動
し
フ
ァ

ラ
オ
に
な
っ
た
」
と
い
う
伝
承
が
カ
バ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
バ
ル
カ
ル
共

和
国
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
移
動
中
の
４
０
０
年
間
に
黒
海
の
貿

易
権
を
取
得
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

ス
キ
タ
イ
と
バ
ル
カ
リ
ア
ン

（
カ
バ
ル
デ
ィ
ニ
ア
ン
）
は
、
カ

デ
シ
ュ
の
戦
い
（
紀
元
前1286

年
頃
に
シ
リ
ア
の
オ
ロ
ン
テ
ス

川
一
帯
で
起
き
た
、
古
代
エ

ジ
プ
ト
と
ヒ
ッ
タ
イ
ト
の
戦
い
）

（W
ikipedia

）
以
前
は
仲
が
悪
か
っ

た
訳
で
は
な
い
。何
故
な
ら
、コ
ー

カ
サ
ス
の
カ
バ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・

バ
ル
カ
ル
共
和
国
に
は
、
ス
キ
タ

イ
と
バ
ル
カ
リ
ア
ン
の
円
墳
は

同
じ
地
域
に
存
在
し
て
い
る
か

ら
だ
。
彼
ら
の
円
墳
は
星
座
の
位

置
に
あ
わ
せ
て
作
ら
れ
て
い
た
の
で
、

両
民
族
が
共
同
で
一
つ
の
星
座
を
構

成
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
彼
ら
は
ア
ー

リ
ヤ
ン
の
後
裔
で
あ
っ
た
。

円
墳
は
、
星
座
（
天
国
）
の
形
を

地
上
に
写
し
取
り
、
墳
墓
（
ク
ル
ガ

ン
）
を
天
国
を
地
上
に
再
現
す
る
位
置

に
築
い
た
。

図 13.Geographic division of ancient world according to the Greeks 
(approximately)
 Template-map: ミシガン大学 . トルコ語訳 E.S.Ozcan

( 大アジア )

( 小アジア )

図 14、ニンフェア (Spain, Merida 博物館で筆者撮影 )

図 15. エルミタージュ博物館収蔵スキタイの
環頭大刀（鉄剣）。メリダ博物館で筆者撮影。
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鉱
石
か
ら
鉄
製
品
の
生
産
す
る
必
要
性
が
生
じ
た
。
そ
の
為
に
最
初

に
考
え
付
い
た
の
は
、
銅
を
溶
か
す
土
器
を
使
っ
て
鉄
鉱
石
を
と
か

す
製
鉄
方
法
で
あ
る
。
そ
れ
が
筆
者
の
考
え
る
鋳
造
で
あ
る
。

製
鉄
に
土
器
を
用
い
る
事
例
は
、
ユ
ー
リ
ー
・
ピ
ー
ツ
の
エ
ス
ト

ニ
ア
の
鉄
関
連
遺
跡
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
注7

）。

ス
キ
タ
イ
の
名
声
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
紀
元
九
世
紀
頃
に
失
わ

れ
て
し
ま
う
。
中
央
ア
ジ
ア
で
は
ス
キ
タ
イ
／
チ
ュ
ル
キ
ー(Turk.

昔
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
ト
ル
コ
人)

の
勢
力
は
十
世
紀
頃
ま
で
続
い
た
。

考
え
ら
れ
る
名
声
消
滅
の
大
き
な
理
由
は
、
タ
タ
ー
ル
と
の
闘
い
で

あ
る
。
タ
タ
ー
ル
は
チ
ュ
ル
キ
ー
の
秀
れ
た
武
器
を
自
分
達
の
為
に

作
ら
せ
、
更
に
は
強
引
に
結
婚
し
た
の
で
、
次
第
に
民
族
的
混
血
が

進
み
糾
合
化
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
ス
キ
タ
イ
が
名
声
を
失
な
っ

た
実
態
で
あ
る
。「
タ
タ
ー
ル
の
皆
殺
し
」
は
有
名
で
、
世
界
中
の
多

民
族
か
ら
畏
れ
ら
れ
た
。

闘
い
を
回
避
し
た
多
く
の
チ
ュ
ル
キ
ー
は
、

現
在
は
ロ
シ
ア
の
北
西
部
ヤ
ク
ー
ツ
に
生
存

し
て
い
る
。
こ
の
状
況
か
ら
、
ス
キ
タ
イ
／

チ
ュ
ル
キ
ー
の
一
部
が
日
本
列
島
に
船
で
逃

避
し
た
可
能
性
は
当
然
出
て
来
る
。
ス
キ
タ

イ
の
シ
ン
ボ
ル
に
は
、
日
本
に
み
ら
れ
る
菊

の
紋
を
あ
し
ら
っ
た
金
製
品
（
図17

）、
神
話

を
想
起
す
る
八
岐
大
蛇
を
描
い
た
陶
器
な
ど

が
あ
る
。
彼
等
は
ジ
プ
シ
ー
の
様
に
一
定
の

期
間
ご
と
に
移
動
し
た
か
或
い
は
日
本
の
本

州
に
上
陸
し
、
北
上
し
た
民
族
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
日
本
列
島

は
縄
文
時
代
中
期
頃
か
ら
自
由
に
移
動
出
来
る
安
全
な
島
で
あ
っ
た
。

筆
者
は
ロ
シ
ア
の
ロ
ス
ト
フ
ド
ン
市
の
考
古
学
者
に
星
座
の
位
置

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
少
し
ズ
レ
て
い
る
と
言
う
答
え
が
帰
っ
て
来
た
。

地
球
の
歳
差
運
動
（
一
万
二
千
年
周
期
で
地
軸
が
振
れ
る
動
き
）（
注
１
）

に
よ
っ
て
生
じ
た
ズ
レ
と
筆
者
は
納
得
出
来
た
。

カ
デ
シ
ュ
の
戦
い
で
使
わ
れ
た
ス
キ
タ
イ
の
戦
車
の
車
軸
は
鉄
製

だ
っ
た
の
で
戦
い
は
有
利
だ
っ
た
が
、
鋼
鉄
製
か
鋳
鉄
製
か
を
考
え

る
と
、
鋳
鉄
製
の
可
能
性
が
た
か
い
。
鋼
鉄
製
は
ハ
ン
マ
リ
ン
グ
で
き

る
が
、
鋳
鉄
は
超
高
炭
素
鋼
な
の
で
型
に
入
れ
て
成
形
す
る
。
も
う
一

つ
は
自
然
の
隕
鉄
を
使
用
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

ス
キ
タ
イ
の
戦
車
と
一
致
す
る
か

定
か
で
は
な
い
が
、
ト
ル
コ
の
ア
ラ

ジ
ャ
・
ホ
ユ
ッ
ク
の
２
点
の
鉄
製
品

の
分
析
値
を
み
る
と
、
双
方
に
ニ
ッ

ケ
ル
が
五
〜
四
％
含
ま
れ
て
い
る
の

で
、
最
初
は
隕
鉄
を
加
熱
し
て
成
形

し
た
事
が
判
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り

一
酸
化
炭
素
を
利
用
し
た
鉄
鉱
石
の

一
次
製
錬
は
行
な
わ
ず
、
天
か
ら
降
っ

て
き
た
隕
鉄
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
こ

と
に
な
る
。
ニ
ッ
ケ
ル
を
含
む
と
鉄

は
合
金
で
堅
く
な
り
、
鋳
鉄
よ
り
も

脆
弱
性
は
低
く
な
る
。
隕
鉄
で
簡
単

な
車
軸
な
ら
作
れ
た
は
ず
だ
。

し
か
し
、
隕
鉄
の
数
量
に
は
限
り

が
あ
る
の
で
、
隕
鉄
に
頼
ら
ず
に
彼

ら
の
銅
剣
鋳
造
技
術
に
よ
っ
て
、
鉄

図 17. スキタイの金製品 (Spain, Merida 博
物館で筆者撮影）

図 16. ニッケルを含んだ鉄製品の分析値
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移
動
民
族
に
つ
い
て
若
干
補
足
す
る
が
、「
ジ
プ
シ
ー
」
は
エ
ジ
プ
ト

を
回
遊
す
る
人
達
で
、「
ロ
マ
ー
ノ
」
は
ル
ー
マ
ニ
ア
を
通
過
す
る
人
た

ち
、「
エ
ム
シ
」(Am

ish

）
は
カ
ナ
ダ
や
ア
メ
リ
カ
に
移
動
し
定
住
し
て

い
る
が
、
日
本
の
エ
ム
シ
も
同
様
と
考
え
る
。

二
、
ア
キ
ナ
ケ
ス
の
時
代
別
：
様
式
別
：
分
類

ド
イ
ツ
考
古
学
研
究
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
ア
キ
ナ
ケ
ス
の
時
代
区

分
、
様
式
に
よ
る
分
類
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
、
日
本
と
比
較
す
る

上
で
非
常
に
良
い
参
考
に
な
る
。

ア
キ
ナ
ケ
ス
の
時
代
分
類
（
図.18

か
ら
抜
粋
）。

前
７
世
紀
：
ケ
レ
ル
メ
ス(Kelerm

es) 

タ
イ
プ
（675-600 BC

）

前
６
〜
５
世
紀
：
ヴ
ェ
ッ
テ
ル
フ
ェ
ル
ド(Vettersfelde)

タ
イ
プ

(550-475 BC)　

　
　

図 18. 刀剣様式（Type) の年代編成：From "Akinakai: Scythian swords and daggers" (Communication for 
Eurasian Department of German Archaeological Institute, May 25, 2016)

図 19. ドイツ考古学研究所ホームページ
から抜粋

①骨型グループ

図 20. ドイツ考古学研究所ホームペー
ジから抜粋

②楕円形、T 形グループ
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前
５
〜
４
世
紀:

ソ
ロ
カ(Solokha)

タ
イ
プ(425-350 BC)

　
前
４
世
紀:

チ
ェ
ル
ト
ム
リ
ク(Chertom

lyk) 
タ
イ
プ (375-325 

BC)　

ア
キ
ナ
ケ
ス
の
様
式
別
区
分 

【
筆
者
が
考
察
し
た
特
徴
と
名
称
】（
詳
細
は
後
述
）

把
頭
名
：

①
骨
形
（
Ｔ
形
の
原
形
）

②
環
頭
形
ま
た
は
羊
角
環
頭
形
（
丸
形
）

③
羊
角
形
（
両
方
に
渦
を
巻
く
）

④
楕
円
形
（
Ｔ
の
角
に
丸
味
が
あ
る
、
Ｔ
形
の
一
種
）

⑤
Ｔ
形
（
左
右
に
伸
び
た
Ｔ
の
角
が
鋭
角
）

⑥
卵
形
（
楕
円
形
よ
り
巾
に
厚
み
が
あ
り
、
卵
状
に
み
え
る
も
の
）

柄
部
名
称
：

①
毛
抜
形
（
柄
が
透
か
し
に
な
っ
て
い
る
）

②
毛
抜
状
（
透
か
し
で
は
な
い
が
柄
に
樋
が
入
っ
て
い
る
）

③
毛
抜
状
ヤ
ス
リ
目
（
樋
の
両
側
に
横
線
が
見
え
る
）

剣
格
（
鍔
）
名
称
：

 

①
剣
形
（
上
端
が
尖
っ
て
い
る
も
の
）

②
ハ
ー
ト
剣
形 （
剣
形
の
一
種
、
全
体
が
ハ
ー
ト
型
）

図 22. ドイツ考古学研究所ホー
ムページから抜粋

図 24. 把頭による区分
左から 1.   2.   3.   4.   5.   6.

（scythian_akinakes_1_small.jpg）

図 25. 透かし
柄の X-lay 写
真 . 図 23. 骨形

図 21. ドイツ考古学研究所ホームページから抜粋

③環頭形、羊角環頭形
　グループ

④羊角形グループ

⑤
茎
形
グ
ル
ー
プ
　
　
　
　
⑥
卵
形
グ
ル
ー
プ
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③
丸
剣
形
（
剣
形
の
一
種
、
剣
形
が
下
部
に
つ
い
て
い
る
）

④
Ｗ
形
（
剣
形
の
一
種
、
上
端
が
平
の
も
の
）

⑴
ケ
レ
ル
メ
ス(Kelerm

es) 

タ
イ
プ 

グ
ル
ー
プ

　

①"Guderm
es" type by Topal, Orbeasca by Vulpe.

Ｔ
形
把
頭
：
毛
抜
形
柄
、
剣
形
鍔
、
長
剣
（
樋
か
き
通
し
）。

②"Kelerm
es" type by Voroshilov

Ｔ
形
把
頭
：
縦
線
形
柄
、
剣
形
剣
格
（
鍔
）、
長
剣
（
樋
無
し
）。

　
③"Postm

us" type by Vulpe

Ｔ
形
把
頭
：
縦
線
形
柄
、
Ｗ
形
剣
格
（
鍔
）、
短
剣
（
樋
か
き
通
し
）

図 28.

④"Ferigile" type by Vulpe.

Ｔ
形
把
頭
：
縦
線
形
柄
、
Ｗ
形
鐔
、
長
剣
（
樋
不
明
）

⑤"Frata" type by Vulpe.

小
羊
角
形
把
頭
：
細
柄
、
Ｗ
形
鐔
、
短
剣
（
樋
不
明
）

　⑵
ヴ
ェ
ッ
テ
ル
フ
ェ
ル
ド(Vettersfelde)

タ
イ
プ 

グ
ル
ー
プ

①"Shum
eyko" type by Topak.

Ｔ
形
把
頭
：
太
樋
柄
、
ハ
ー
ト
型
剣
形
鍔
、
長
剣
（
樋
か
き
通
し
）

②"Vettersfelde" type by Topal.

Ｔ
形
把
頭
：
剣
形
鍔
、
短
剣
（
樋
中
ほ
ど
ま
で
）

図 26.

図 27

図 29

図 30

図 31

図 32
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③"Tiszadob type by Vulpe.

骨
形
把
頭
：
細
形
（
鑢
目
）
柄
、
丸
剣
形
鐔
、
弯
剣

④"Cozia" type by Vulpe.

楕
円
形
把
頭
：
樋
入
柄
、
剣
形
鍔
、
幅
広
長
剣
（
樋
無
し
）

⑶
ソ
ロ
カ(Solokha)

タ
イ
プ
⑴ 
　
羊
角
グ
ル
ー
プ

①"Griffi
n type"　

羊
角
環
頭
形
把
頭
：
樋
入
柄
、 

Ｙ
形
又
は
剣
形
鐔
、
長
剣
（
樋
無
し
）

⑶
ソ
ロ
カ(Solokha)

タ
イ
プ
⑵ 

　
羊
角
環
頭
グ
ル
ー
プ
）

②"Gaiceana" type by Vulpe.

羊
角
環
頭
形
把
頭
：
横
線
（
ヤ
ス
リ
目
）
状
柄
、
Ｗ
形
鐔
、
長
剣

③"Grischentsy type.

羊
角
形
把
頭
：
太
樋
形
柄
、
剣
形
鍔
、
長
剣
（
樋
無
し
）

　
④Solokha type by Topal.

羊
角
形
葉
飾
把
頭
：
太
樋
入
柄
、
剣
形
鐔
、
長
剣
（
太
樋
中
程
）

⑷
チ
ェ
ル
ト
ム
リ
ク(Chertom

lyk) 

タ
イ
プ
グ
ル
ー
プ 

①

Chertom
lyk type.

楕
円
形
把
頭
：
紋
様
入
柄
、
紋
様
入
剣
形
剣
格
、
長
剣
（
樋
無
し
）

図 33

図 34

図 35

図 36

図 37

図 38図 39
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②"Shulgovka" type by Topal.

楕
円
形
把
頭
：
文
様
入
柄
、
入
山
形
（
片
山
形
）
鍔
、
長
剣

⑸
茎
大
刀
様
式
グ
ル
ー
プ

⑤Thracian knife.　

ト
ラ
キ
ア
ン　

ナ
イ
フ

切
り
茎
、
目
釘
孔
３
、
刃
区
な
し
、
弯
剣

⑥Chaush type by Topal.

切
り
茎
、
目
釘
孔
２
：
刃
区
付
、
幅
広
長
剣

 

三
、
ア
キ
ナ
ケ
ス
に
見
る
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム

ジ
グ
ザ
グ
模
様
は
ス
キ
タ
イ
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
ら
し
い
が
、
△

や
大
き
な
Ｘ
も
腹
部
に
み
ら
れ
る
（
図43

）。

ア
キ
ネ
ケ
ス
の
柄
部
を
拡
大
し
て
み
る
と
、
大
地
を
示
す
よ
う
な
ジ

グ
ザ
ク
紋
様
が
見
ら
れ
、
こ
の
印
は
ス
キ
タ
イ
の
墓
と
同
じ
場
所
に

埋
葬
さ
れ
る
バ
ル
カ
リ
ア
ン
の
石
像
に
も
み
ら
れ
る
（
図47

）。

図47

は
カ
フ
カ
ス
考
古
学
研
究
所
で
筆
者
が
２
０
０
５
年
に
撮

影
し
た
が
、
実
は
そ
の
正
確
な
意
味
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。
こ

の
ジ
グ
ザ
グ
紋
様
は
柄
部
で
は
重
な
り
ア
イ
ヌ
の
陸
の
神
：
熊
（

）
に
類
似
す
る
も
の
が
見
ら
れ
、

は
柄
部
や
鞘
の
中
央
部
に
も
大

き
く
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。

は
大
地
の
ジ
グ
ザ
グ

紋
か
ら
変
化
し
た
も
の
か
も

し
れ
ぬ
。
つ
ま
り
、
大
地
の
ジ

グ
ザ
グ
を
重
ね
る
と
Ｘ
状
に
な

る
。
だ
か
ら
大
地
と
熊
の
紋
様

46. 青銅のアキナケ
ス剣、柄部にジグザ
グ紋がみられる 図 44. 銅剣に見られるジグザグ紋

図 43. スキタイの鉢巻きにジグ
ザグ紋、腹部に X 紋、腕に三
叉紋 ( △）.The Scythians 700-
300BC より抜粋 )

図 45. アキナケ
ス鉄剣（羊角）

図 47. 大地の神を意味する紋様？

図 40

図 41

図 42
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縄
文
土
器
と
も
一
致
す
る
可
能
性
が
つ
よ
い
。
シ
ン
ボ
ル
の
意
味
も

合
致
す
る
か
も
し
れ
ぬ
。
更
な
る
今
後
の
比
較
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

四
、
ア
キ
ナ
ケ
ス
の
様
式
変
化(

図59

）

ア
キ
ネ
ケ
ス
の
変
容
は
、
大
き
く
て
わ
け
る
と
す
れ
ば
次
の
よ
う
に

な
る
だ
ろ
う
。

①
骨
刀
に
始
ま
る
Ｔ
形
か
ら
銅
剣
の
Ｙ
形
へ
変
様
。

②
渦
状
に
な
っ
た
羊
角
が
両

方
に
伸
び
環
頭
形
に
変
容
。

③
羊
角
環
頭
か
ら
羊
角
に
変

様
。（
逆
は
な
い
）。

骨
刀
は
Ｔ
形
や
楕
円
形
、
卵
形
に
変
様
し
、
最
後
に
ト
ラ
キ
ヤ
ン

の
茎
形
に
帰
結
す
る
。
武
術
の
進
化
に
よ
る
機
能
性
の
発
展
で
あ
る
。

ア
キ
ナ
ケ
ス
の
変
様
はOleksandr Shelekhan

（
注
４
）
に
よ
っ
て

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
次
頁
以
降
に
掲
載
す
る
。

ス
キ
タ
イ
民
族
の
生
活
圏
と
年
代
は
、
図
５
９
に
掲
載
す
る
。

彼
等
は
草
原
ル
ー
ト
を
通
り
中
央
ア
ジ
ア
へ
進
出
し
て
行
く
の
で

あ
る
（
図63

）。
筆
者
が
推
定
す
る
ル
ー
ト
は
図64

に
掲
載
し
た
。

は
強
ち
無

縁
と
は
思

わ
れ
な
い
。

陸
の
王
者

を
刀
剣
に

多
数
入
れ
る
事
に
よ
り
、

刀
剣
所
持
者
が
陸
の
王
者

を
願
望
し
、
一
方
で
大
地

の
平
穏
な
る
事
を
願
っ
て

い
る
様
に
も
見
ら
れ
る
。

こ
の
ジ
グ
ザ
ク
紋
様
は

ス
キ
タ
イ
か
ら
バ
ル
カ

リ
ア
ン
に
伝
搬
し
、
更

に
日
本
刀
の
柄
（
図50

）

に
も
伝
承
さ
れ
て
い
る

事
が
分
か
る
。
ア
キ
ナ

ケ
ス
柄
部
に
は
、
他
に

も
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
的
な

模
様
が
描
か
れ
て
い
る

も
の
が
あ
る
。

結
論
的
に
い
え
ば
、

ス
キ
タ
イ
の
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク

は
、
ア
イ
ヌ
の

神
々
と
一
致 

す

る
も
の
が
あ
り
、

図 49. X には深い意味があると説明する Nakov Felix
氏、Nalchik National Mueum, Russia.

図 48. 骨刀の柄部に表れる X 印
 ( ナルチック国立博物館研究員 Nakov Felix 作画）

筆写がトレースしたもの

図 50. 日本刀の X 柄巻

図 51. 骨刀の使い方一例

図 52. 骨刀と銅剣 (Nasledye, Russia)
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図 53. 刀剣の刃の機能性に基づいた分布図
(Swords and Daggers of the Scythian Forest-Steppe, 2020. p.33)

図 54. アキナケスのグループ別変様
(Swords and Daggers of the Scythian Forest-Steppe, 2020. p.34)

図 55.Daggers of the Scythian Forest-Steppe, 2020. p.36)
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六
、
シ
ベ
リ
ヤ
で
ア
キ
ナ
ケ
ス
環
頭
が
蕨
状
に
変
様

製
鉄
遺
跡
と
出
土
し
た
鉄
器

ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
大
学
に
い
た
考
古
学
院
生
グ
ラ
ジ
ー
リ
ン
に

よ
っ
て
製
錬
炉
に
土
器
が
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
報
告
が
あ
る
。
し
か

し
、「
そ
の
土
器
は
焼
結
粘
土
で
あ
っ
て
土
器
で
は
な
い
」
と
い
う
こ

と
で
土
器
使
用
説
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、注
目
さ
れ
る
の
は
、

環
頭
ナ
イ
フ
か
ら
蕨
手
状
の
ナ
イ
フ
に
把
頭
の
変
容
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
製
錬
炉
は
高
温
で
使
用
さ
れ
た
様
だ
。

以
下
は
筆
者
が
グ
ー
グ
ル
を
利
用
し
て
翻
訳
し
た
文
章
で
あ
る
。

シ
ベ
リ
ヤ
の
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
地
域
で
の
考
古
学
的
調
査
ー
ノ
ボ

シ
ビ
ル
ス
ク
：
ナ
ウ
カ
、1985

。

B.B. 

Г
Л
А
Д
И
Л
И
Н(B. B. Gladilin)

グ
ラ
デ
ィ
ー
リ
ン
著

 
М
Е
Т
А
Л
Л
У
Р
Г
И
Я 

С
Р
Е
Д
Н
Е
А
Н
Г
А
Р
Ь
Я

中
部
ア
ン
ガ
ラ
の
金
属

冶
金
生
産
は
、
中
部
ア
ン
ガ
ラ
の
古
代
人
口
の
主
な
活
動
の 

一
つ

で
す
（
狩
猟
や
釣
り
と
と
も
に
）。
ジ
ー
ガ
ン
時
代
の
文
化
層
に
は
、

空
気
吹
き
パ
イ
プ
、
シ
ュ
ー
ト
、
ス
ラ
グ
が
見
ら
れ
ま
す
。
エ
ド
チ
ャ

図 56. アキナケスのグループ別変様 3
(Swords and Daggers of the Scythian Forest-Steppe, 2020. p.37)

図 57. アキナケスのグループ別変様 4
(Swords and Daggers of the Scythian Forest-Steppe, 2020. p.38)

図 58. アキナケスのグループ別変様 5
(Swords and Daggers of the Scythian 

Forest-Steppe, 2020. p.38)
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五
、
ス
キ
タ
イ
グ
ル
ー
プ
の
生
活
圏
と
年
代

　
　
　
　
　（
ド
イ
ツ
考
古
学
研
究
所
に
よ
る
）

ケレルメス (Kelermes) グループ（675-600 BC）

Ｔ
形
、
羊
角
形
把
頭
、
毛
抜
形
柄
、
剣
格：剣
形
主
体
、

Ｗ
形
な
ど
変
形
）

図 59.

Ｔ
形
把
頭
：
毛
抜
状
柄
、
剣
格
：
剣
形
主
体
ハ
ー
ト
形

ヴェッテルフェルド (Vettersfelde) グループ (550-475 BC)図 60.
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ソロカ (Solokha) タイプ (425-350 BC)

羊
角
形
、
羊
角
環
頭
形
把
頭
、
ヤ
ス
リ
目
入
柄
、
剣
格
：
剣

形

図 61.

チェルトムリク (Chertomlyk) タイプ (375-325 BC)
図 62.

楕
円
形
把
頭
：
紋
様
入
柄
、
剣
格
：
紋
様
入
剣
形
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図 63. ダガーによる３地域の関係図 (Kabardino-Pyatigorsk dagger, Persian-Median dagger, Karasku-Tagal 
dagger.　From "Akinakai: Scythian swords and daggers" (Communication for Eurasian Department of German 
Archaeological Institute, May 25, 2016)

図 64.     ７ 〜１０世紀頃のスキタイ文化の移動ルート（筆者作成）
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Chadobets

ス
タ
ン
ド
で2

つ
の
標
本
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
炭
素

C14

の
日
付
は2230

±100

（KRIL-251

）、
つ
ま
り
紀
元
前
Ⅳ-

Ⅲ
世
紀
で
す
。ZBZ

ペ
ト
リ
は
、
坩
堝
の
容
器
で
溶
け
る
プ
ロ
セ
ス

を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ン
は
、
底
が
楕
円
形
の
大
き

な
厚
壁
の
鍋
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。 2

つ
の
ノ
ズ
ル
を
収
容
す
る

た
め
に
、
ポ
ッ
ト
に2

つ
の
穴
が
開
け
ら
れ
ま
し
た
。
ウ
ツ
エ
ル
ガ

渓
谷
の
キ
ャ
ン
プ
で
、先
史
時
代
の
鉱
山
を
発
見
し
ま
し
た
。
鉱
山
は
、

現
在
は
完
全
に
放
棄
さ
れ
、土
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
教
授
に
よ
る
と
、

遺
跡
か
ら
鍛
冶
場
を
再
建
し
たGrum

-Grshim
ailo

は
、
高
さ
が
約

3/4

の
ア
ル
シ
ン
と
幅
が1/2

の
ア
ル
シ
ン
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
に
鉱
石
と
木
炭
が
重
な
っ
た
。
混
合
物
に
点
火
し
、
そ
の

後
、
鞴
を
使
用
し
て
ノ
ズ
ル
に
吹
き
込
ん
だ
。

石
炭
と
鉱
石
が
上
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
溶
け
た
鉄
は
鍛
冶
場
を

壊
す
こ
と
に
よ
っ
て
取
り
除
か
れ
ま
し
た-

そ
の
た
め
、
キ
ャ
ン
プ
に

は
ス
ラ
グ
が
付
着
し
た
非
常
に
多
く
の
壊
れ
た
鍛
冶
場
が
あ
り
ま
す
。

上
記
の
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
処
理
を
施
し
た
鉄
は
、
優
れ
た
品
質
を
持
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
チ
ー
ズ
吹
き
鉄
」
で
あ
り
、
多
く
の

点
で
、
私
た
ち
の
現
代
的
な
方
法
で
生
産
さ
れ
た
鉄
の
グ
レ
ー
ド
よ

り
も
劣
っ
て
い
ま
せ
ん
。
驚
く
ほ
ど
純
粋
で
、99.43

％
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
優
れ
た
品
質
の
素
材
と
見
な
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

ン
カ
の
集
落
で
、
数
十
キ
ロ
の
ス
ラ
グ
と
ク
リ
ッ
ト
を
集
め
ま
し
た
。

鉄
製
錬
の
生
産
材
料
と
鉱
石
の
デ
ー
タ
。
こ
れ
は
、
ス
レ
ド
ネ
ン

ガ
ル
ス
ク
の
地
質
探
査
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
た
考
古
学
資

料
と
ス
ペ
ク
ト
ル
分
析
の
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

製
錬
用
の
鉱
石
は
ま
だ
未
知
の
小
さ
な
鉱
床
か
ら
採
掘
さ
れ
ま
し

た
。
衛
星
の
要
素
、
つ
ま
り
鉱
石
ス
ラ
グ
の
衛
星
と
、
近
く
に
あ
る

既
知
の
鉱
石
の
発
生
源
の
完
全
な
セ
ッ
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
そ
ら

く
、
水
酸
化
鉄
に
代
表
さ
れ
る
風
化
地
殻
か
ら
の
鉱
石
が
使
用
さ
れ
た
。

鉱
石
ス
ラ
グ
は
、Tagar
産
地
お
よ
び
異
常10

の
針
鉄
鉱-

ハ
イ
ド

ロ
ゲ
ー
タ
イ
ト
鉱
石
に
最
も
類
似
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
ウ
ー

ズ
の
鉱
石
の
堆
積
物
は
、
ボ
ロ
ビ
エ
ボ
、
ズ
ド
ゥ
チ
ャ
ン
カ
、
イ
リ
ム

口
、
ウ
ス
ト
コ
バ
、
パ
シ
ー
ノ
に
あ
り
ま
す
。
チ
ャ
ド
ベ
ッ
ト
は
非

常
に
強
力
な
鉄
鉱
石
を
産
出
し
、
古
代
の
冶
金
学
の
高
度
な
発
展
に

十
分
で
す
。

ア
ン
ガ
ラ
中
部
の
発
掘
中
に
、
２
種
類
の
溶
解
炉
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
基
礎
の
な
い
溶
解
炉
（
図1

、a-c

）
と
、
地
上
、
つ
ま
り
地
面

に
あ
る
溶
解
炉
（
図1

、c

）
で
す
。
次
に
、
最
初
の
タ
イ
プ
は2

つ

の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。 1

つ
目
は
鉱
石
と
石
炭
が
注
が
れ
る
、

よ
り
容
器
の
よ
う
な
炉

に
属
し
て
い
ま
す
。
ノ

ズ
ル
か
ら
空
気
を
供
給

し
た
（
図1

、a

）。
そ

の
よ
う
な
炉
の
破
片

は
、
上
記
の
す
べ
て
の

集
落
で
見
つ
か
り
ま

し
た
。 1967

年
に
、

図 65. 発掘した製錬炉

図 66. 環頭から羊角刀へ変様
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を
生
成
す
る
炭
素
と
し
て

坩
堝
の
中
に
木
の
葉
を
一

緒
に
入
れ
る
。

鉄
鉱
石
と
炎
は
分
離
さ

れ
る
の
で
加
熱
方
法
は
木

炭
で
も
コ
ー
ク
ス
で
も
何

で
も
か
ま
わ
な
い
。
た
だ

高
温
に
な
れ
ば
よ
い
だ
け

だ
。
ト
ル
コ
の
研
究
者
カ
ヤ
ハ
ン
・

ホ
ロ
ズ
氏
は
一
六
〇
〇
度
で
加
熱
す

る
と
筆
者
に
言
っ
た
。
製
錬
し
た
あ

と
穴
窯
か
ら
坩
堝
を
取
り
だ
し
て
壊

し
、
中
か
ら
鉄
を
取
り
出
す
。

イ
ン
ド
で
発
掘
に
携
わ
っ
た
ウ
ィ

ス
コ
ン
シ
ン
大
学
の
マ
ー
ク
・
ケ
ノ

イ
ヤ
ー
博
士
は
発
掘
し
た
物
と
同
じ

物
を
つ
く
り
、
筆
者
に
提
供
し
て
く

れ
た
（
図68

）。

こ
の
方
法
は
土
器
を
用
い
る
青
銅

の
製
法
か
ら
発
展
し
た
製
錬
方
法
で
、
紀
元
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た

方
法
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
考
古
学
者Anna Feuerbach 

の
研

究
に
よ
っ
て
、
ト
ル
コ
で
５
世
紀
頃
に
行
な
わ
れ
て
い
た
事
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。（
注
５
）。

筆
者
はAnna Feuerbach 

で
検
索
し
、https://w

w
w.youtube.

com
/w

atch?v=GBSh_FFXpgA

で
彼
女
の
説
明
を
聞
き
ま
し
た
が
、

「
坩
堝
法
で
得
た
鉄
で
製
作
し
た
ヤ
タ
ガ
ン
（
刀
剣
）
は
９
０
度
に
曲
げ

以
上
が
グ
ラ
ジ
ー
リ
ン
報
告
の
概
要
で
あ
る
。

こ
の
報
告
で
重
要
な
点
は
、

一
つ
は
坩
堝
製
鉄
法
（
ウ
ー

ツ
）
で
は
な
い
か
、と
言
う
点
。

彼
は
、「
坩
堝
の
容
器
で
溶
け

る
プ
ロ
セ
ス
」
に
つ
い
て
述

べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

も
う
一
点
は
生
産
さ
れ
た

鉄
器
に
見
ら
れ
る
把
頭
の
変

様
で
あ
る
（
図66

）。
環
頭
か

ら
蕨
手
状
に
変
化
し
て
い
る

点
が
筆
者
に
は
重
要
に
思
わ

れ
る
。
つ
ま
り
、
ア
キ
ナ
ケ

ス
環
頭
形
か
ら
変
様
し
て
蕨

状
に
渦
を
巻
く
の
で
、
日
本

の
蕨
手
刀
の
ル
ー
ツ
の
可
能

性
が
生
ず
る
。

図67

は
筆
者
が
ロ
シ
ア
の
ハ
カ
シ
ア
共
和
国
で
撮
影
し
た
ス
キ
タ

イ
の
ク
ル
ガ
ン
出
土
品
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
環
頭
形
（
中
央
右
）、
卵

形
（
左
）、
立
鼓
形
（
中
）
ア
キ
ナ
ケ
ス
が
み
ら
れ
る
。
右
側
土
器
は

オ
ホ
ー
ツ
ク
式
土
器
に
似
て
い
る
。

七
、
坩
堝
製
錬
に
つ
い
て

筆
者
は
こ
の
製
錬
遺
跡
の
論
文
を
翻
訳
し
な
が
ら
古
代
ト
ル
コ
の

製
錬
方
法
を
思
い
出
し
た
。
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
の
焼
結
粘
土
の
様
な

穴
窯
を
つ
く
り
、
そ
こ
に
沢
山
の
坩
堝
を
装
填
し
て
加
熱
す
る
方
法

で
あ
る
。
坩
堝
の
な
か
に
鉄
鉱
石
を
入
れ
て
密
閉
す
る
。
こ
の
と
き
鋼

図 68 インドで発掘された坩堝
( ウィスコンシン大学マークケノ
イヤー博士製作提供）。

土
土

窯

窯

坩堝

窯

煙突

図 69.  穴窯による製鉄（Kayahan HOROZ）筆者作画

図 67. アルタイ東部ハカシア共和国のクルガン（円墳）出土品
（ハカシア共和国国立博物館で筆者撮影）
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か
も
知
れ
な
い
。
本
州
で
行
な
わ
れ
て
い
た
「
タ
タ
ラ
製
鉄
」
と
い

う
観
点
か
ら
土
器
を
考
察
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
一
次
製
錬
、
二
次
精

練
を
持
ち
出
し
て
議
論
が
は
じ
ま
る
。

筆
者
も
北
大
で
見
学
さ
せ
て
頂
い
た
時
、
土
器
に
付
着
す
る
よ
う

に
流
出
し
て
い
た
鉱
滓
を
み
て
一
次
製
錬
の
ノ
ロ
と
推
定
し
た
が
、

刀
鍛
冶
の
法
華
三
郎
氏
に
写
真
を
見
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
①
土

器
を
地
面
に
立
て
て
設
置
し
た
こ
と
、
②
土
器
の
内
部
が
泡
立
つ
程

に
溶
融
し
て
い
る
の
で
内
部
温
度
が
一
二
〇
〇
度
に
達
し
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
、
と
い
う
感
想
を
頂
い
た
。
更
に
③
も
し
鉄
加
工
の
為

の
鍛
治
滓
（
金
肌
な
ど
）
な
ら
、
ノ
ロ
は
土
器
か
ら
剥
が
れ
落
ち
な

い
程
に
膠
着
す
る
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

加
工
す
る
た
め
に
一
二
〇
〇
度
は
必
要
だ
ろ
う
か
。
鉄
を
赤
め
て

加
工
す
る
だ
け
な
ら
、
一
〇
〇
〇
度
以
下
で
充
分
で
は
な
い
の
か
。

一
二
〇
〇
度
で
は
土
器
の
内
張
粘
土
が
溶
融
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
ま
で

上
げ
た
の
は
、
土
器
が
溶
融
し
て
も
構
わ
ず
に
原
料
鉱
石
を
単
に
溶
か

す
の
が
目
的
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
結
局
、

ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス

ク
の
製
錬
炉
の

よ
う
な
土
器
を

用
い
た
坩
堝

製
鉄
法
（
ウ
ー

ツ
）
を
想
起
す

る
に
至
っ
た
。

石
炭
で
高
温
加

熱
し
て
製
錬
で

き
る
方
法
だ
。

て
も
折
れ
ず
、
元
に
戻
る
」
と
述
べ
、
こ
の
技
術
が
「
イ
ン
ド
や
中
国

な
ど
に
も
伝
わ
っ
た
」
と
英
語
で
説
明
し
て
い
る
。

「
メ
ル
ブ
は
紀
元
前
６
世
紀
か
ら
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
ペ
ル
シ
ャ
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

オ
ア
シ
ス
都
市
と
し
て
繁
栄
し
始
め
た
の
で
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
経
て
中
国
へ
も

伝
わ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。
ア
ー
リ
ヤ
ン
、
ス
キ
タ
イ
、
バ
ル
カ
リ
ア
ン
、

が
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
経
て
中
国
か
ら
朝
鮮
半
島
、
そ
し
て
日
本
に
伝
わ
り
、
そ
の

技
術
に
よ
っ
て
日
本
刀
が
形
成
さ
れ
た
可
能
性
が
で
て
き
た
。」（
注10

）

 

　
八
、
北
海
道
で
の
製
鉄
状
況

近
年
、
北
海
道
北
部
の
礼
文
島
元
地
遺
跡
（
１
０
世
紀
の
擦
文
期
）

か
ら
、
鍛
治
に
使
わ

れ
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
式
土

器
が
出
土
し
、
こ
れ

に
よ
り
十
世
紀
頃
に

北
海
道
で
土
器
を
使
っ

た
鍛
治
が
行
わ
れ
て
い

た
事
が
確
認
さ
れ
た
。

し
か
し
学
説
上
、
製
鉄

の
可
能
性
は
否
定
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
一

次
製
錬
、

二
次
精
練

と
い
う
区

分
的
認

識
方
法

に
問
題
が

あ
る
か
ら

図 70. 左に伸びた鉱滓は鉄分を殆ど含有せずに
剥離していた。土器を横にかたむけてノロを流
し出したらしい。一次製錬は否定されている。

（写真提供：北海道大学）

図 71. 韓国で考えられている坩堝法か？
この図は使い方が間違えている。中に装填され
ている坩堝が密閉されていない。
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九
、
本
州
で
の
製
鉄
と
作
刀

因
み
に
本
州
北
部
の
秋
田
県
で
、
九
世
紀
頃
に
竪
形
炉
を
使
っ
た

タ
タ
ラ
製
鉄
が
行
な
わ
れ
て
い
た
（
堪
忍
沢
遺

跡
図74

）。
見
学
し
た
筆
者
は
浜
砂
鉄
を
木
炭

で
製
錬
し
て
鉄
を
生
産
し
て
い
た
こ
と
を
確

認
し
た
。
こ
の
技
術
は
南
か
ら
北
上
し
た
タ

タ
ラ
製
鉄
と
見
ら
れ
る
が
、
鉄
鉱
石
を
高
温

（
推
定
一
五
〇
〇
度
以
上
）
で
と
か
す
鋳
鉄
方

法（
銑
押
し
）も
行
わ
れ
て
い
た（
軽
米
遺
跡
）。

し
か
し
、
こ
の
タ
タ
ラ
法
が
北
上
す
る
以

前
の
製
鉄
方
法
は
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。

六
世
紀
後
半
に
作
ら
れ
た
群
馬
県
二
子
山
古
墳
刀
の
地
鉄
を
考
察

し
て
見
よ
う
（
図75

）。

鎬
造
り
の
刀
身
の
地
は
板
目
肌
立
ち
、
大
小
の
沸
が
よ
く
働
き
、

綾
杉
状
の
渦
巻
き
肌
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
地
鉄
は
タ
タ
ラ
製
錬
炉
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
鉄
で
は
な
い
と
い
え
る
。
渦
巻
き
は
人
工
的
に

造
ら
れ
た
模
様

で
は
な
く
、
小

粒
に
ま
と
め
ら

れ
た
鉄
塊
を
一

ま
と
め
に
し
て

作
刀
し
た
と
思

わ
れ
る
。
つ
ま

り
小
粒
の
鉄
塊

と
は
、
坩
堝
法

で
作
ら
れ
た
複

北
大
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
資
料
を
再
点
検
し
た
と
こ
ろ
、
韓
国
語

で
描
か
れ
た
図
が
み
つ
か
っ
た
。
そ
れ
は
坩
堝
製
鉄
法
（
ウ
ー
ツ
）
に

類
似
し
て
い
る
が
、
坩
堝
は
密
閉
さ
れ
て
お
ら
ず
、
白
い
煙
り
を
出

し
て
い
た
（
図71

）。
こ
の
図
は
坩
堝
法
を
描
こ
う
と
し
て
い
る
様
に
見

え
る
が
、
間
違
っ
て
い
る
可
能
性
が
つ
よ
い
。。

北
海
道
で
は
、
東
北
で
タ
タ
ラ
製
鉄
が
確
認
さ
れ
て
い
る
九
世
紀

か
ら
計
算
す
る
と
一
〇
〇
年
後
の
十
世
紀
に
始
ま
っ
た
事
に
な
り
、

し
か
も
、
そ
れ
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
人
が
大
陸
か
ら
持
ち
こ
ん
だ
鉄
を
加
工

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
こ
の
坩
堝
法
は
、

東
北
で
も
９
世
紀
以
前
に
行
わ
れ
て
い
た
方
法
で
、
タ
タ
ラ
法
が
北

上
し
て
淘
汰
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
筆
者
は
推
定
す
る
。

東
北
で
一
〇
〇
年
前
に
製
錬
し
て
い
た
情
報
が
北
海
道
に
も
た
ら

さ
れ
な
い
わ
け
は
無
い
。
７
世
紀
頃
、
北
海
道
の
周
辺
海
域
は
海
流
を

利
用
し
て
交
通
が
非
常
に
発
達
し
て
い
た
。
白
村
江
の
闘
い
に
東
北

か
ら
も
出

兵
し
、
８

世
紀
頃
に

終
結
し
て

い
る
。
余
市

の
フ
ゴ
ッ

ペ
洞
窟
か
ら

見
つ
か
っ

た
円
頭
（
方

頭
）
大
刀
は
朝
鮮
半
島
か
ら
持
ち
こ
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

る
（
図72

）。
図73

は
朝
鮮
半
島
の
円
頭
大
刀
。

図 74. 秋田県堪忍沢遺跡出土

図 72. 北海道余市のフゴッペ洞窟出
動刀

図 73. 韓国の円頭大刀

図 75. 群馬県二子山古墳の大刀（6 世紀後半）
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数
の
鉄
塊
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
上
古
刀
の
地
金
で
あ
り
、
坩
堝

製
鉄
法
が
古
墳
時
代
の
製
鉄
法
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
学
説
で
は
、
タ

タ
ラ
法
が
朝
鮮
半
島
か
ら
も
た
ら
さ
れ

た
事
に
な
っ
て
い
る
が
、
当
初
の
タ
タ

ラ
炉
も
非
常
に
小
さ
い
の
で
、（
坩
堝
法

同
様
に
）
小
粒
の
鉄
塊
を
作
っ
た
は
ず

だ
。（
こ
の
地
金
は
宝
珠
に
も
見
ら
れ

る
。）

島
根
県
で
行
わ
れ
て
い
る
様
な
現
代
の
箱
形
炉
や
、
秋
田
県
の
９

世
紀
の
竪
形
炉
は
、
か
な
り
大
型
化
し
た
も
の
だ
と
思
う
。
古
墳
時

代
に
は
、
坩
堝
法
や
小
型
の
手
吹
き
タ
タ
ラ
炉
で
作
っ
た
鉄
が
主
流

で
あ
っ
た
は
ず
で
、
特
に
東
北
北
部
の
作
刀
は
、
古
墳
時
代
を
過
ぎ
て

も
小
粒
の
鉄
塊
を
つ
く
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

「
平
安
時
代
に
於
け
る
東
北
北
部
出
土
鉄
器
の
使
用
の
鋼
の
分
類
」（
注

16

）
に

よ

る

と

、

岩
鉄

鉱
が

圧
倒

的
に

多
く
、

坩
堝

製
鉄

に
は

都
合

が
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
鉄
分
含
有
率
の
選
択
が

容
易
で
あ
っ
た
。

十
、
日
本
の
刀
剣
様
式

日
本
刀
が
完
成
し
た
の
は
平
安
中
期
頃
だ
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の

理
由
は
、「
古
墳
時
代
の
蕨
手

刀
（
七
世
紀
後
半
）
か
ら
毛
抜

形
刀
（
八
世
紀
後
期
）、
毛
抜

形
太
刀
（
十
世
紀
初
頭
）、
古

大
刀
（
十
一
世
紀
）
へ
の
弯

刀
と
し
て
の
発
展
」
と
、「
四

世
紀
前
半
に
は
じ
ま
る
直
刀

系
の
平
造
（
四
世
紀
）
か
ら

鎬
造
（
八
世
紀
）
へ
の
発
展
」、

こ
の
両
者
の
結
合
が
み
ら
れ
る
古
大

刀
（
十
一
世
紀
）
の
年
代
が
平
安
中

期
頃
（
十
〜
十
一
世
紀
）
に
重
な
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
（
図81

）。

も
う
一
方
で
蕨
手
刀
か
ら
立
鼓
柄

刀
（
九
世
紀
後
半
）、
蝦
夷
刀
（
十
一

世
紀
）
へ
の
変
遷
、
別
系
統
の
平
造

刀
（
十
一
世
紀
中
期
）
も
あ
り
、
直

刀
と
弯
刀
の
影
響
は
相
互
補
完
的
に

両
系
統
に
影
響
が
み
ら
れ
る
。

要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
直
刀
系
の
年
代
：

図 78. 蕨手刀３形式
（石井昌国『蕨手刀』）

図 79. 毛抜形
蕨手刀

図 76.「古代刀と鉄の科学」P.214 より抜粋

図 80. 古大刀「古代刀と鉄の科学」より抜萃

図 76. 宝珠の地鉄
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平
造
直
刀
（
四
世
紀
前
半
）、
広
幅
平
造
直
刀
（
七
世
紀
）、
切
羽

造
直
刀
（
八
世
紀
）、
鋒
両
刃
平
造
直
刀
（
八
世
紀
）、
鋒
両
刃
切
羽

造
直
刀
（
八
世
紀
後
半
）
と
鎬
造
様
直
刀
（
八
世
紀
後
半
）。

②
弯
刀
系
：
蕨
手
刀
か
ら
古
大
刀
へ
の
年
代
：

蕨
手
刀
（
七
世
紀
後
期
）
を
始
発
と
し
て
、毛
抜
形
刀
（
八
世
紀
後
期
）、

毛
抜
形
太
刀
（
十
一
世
紀
初
頭
）、
古
太
刀
（
十
一
世
紀
）
へ
の
系
統
。

③
も
う
一
方
で
蕨
手
刀
か

ら
立
鼓
柄
刀
（
九
世
紀
後
半
）、

蝦
夷
刀
（
十
世
紀
後
半
）、
平

造
刀
（
十
一
世
紀
中
期
）
の
系

列
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
系
統
の
区
分

は
、
弯
刀
の
様
式
、
柄
の
様
式
、

造
り
の
様
式
な
ど
が
異
な
っ
て

い
る
こ
と
に
よ
る
が
、
こ
れ
ら
の
様
式
が
全
て
日
本
国
内
で
考
案
さ

れ
て
発
展
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
蕨

手
刀
を
例
に
と
る
と
、
蕨
手
刀
は
大
陸
か
ら
日
本
列
島
に
持
ち
こ
ま

れ
た
羊
角
状
様
式
の
一
種
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
（
図78

）。
ル
ー
ツ

は
シ
ベ
リ
ヤ
方
面
（
後
述
）
と
見
ら
れ
る
。

骨
刀　

　

が
羊
角
状
（
或
い
は
蕨
手
状
）
の

柄
頭
の
原
型
と
な
り
、
そ
れ
が
銅
剣

へ
と
受
け
継
が
れ
、
更
に
銅
剣
か
ら

鉄
剣
へ
と
受
け
継
が
れ 

日
本
に
入
っ

て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
様
に
毛

抜
形
の
透
か
し
構
造
の
柄
も
ア
キ
ナ

ケ
ス
に
類
似
し
て
い
る
。
立
鼓
柄
や

方
頭
大
刀
の
柄
様
式
は
羊
角
と
は
異

な
っ
て
い
る
様
に
み
え
る
が
、
実
に

は
骨
刀
の
影
響
を
受
け
て
い
る
（
図

82

）。
し
た
が
っ
て
、
日
本

出
土
の
上
古
刀
は
ア
キ
ナ
ケ

ス
の
影
響
を
受
け
て
い
る
も

の
が
殆
ど
と
言
っ
て
過
言
で

な
い
。十

一
、ア
イ
ヌ
刀
（
蝦

夷
刀
）

一
般
的
に
目
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
北
海
道
の
ア
イ
ヌ

刀
や
東
北
宮
城
県
鹽
竈
神
社

所
蔵
の
ア
イ
ヌ
刀（
図83

）は
、

祭
祀
用
の
も
の
と
観
て
よ
い

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ア
イ
ヌ

図 82. 立鼓柄

図 81.「古代刀と鉄の科学」P.12 より抜粋

図 82. 骨刀のを説明する Nakov Felix( ナ
ルチック国立博物館研究員）

図 83. 塩竈神社に奉納されたアイヌ刀（鹽竈神社博物館『日本
刀の美と世界の刀』p.17)。
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流
川
流
域
の
ア
イ
ヌ
）
の
平
取
の
二
風
谷
の
カ
ン
カ
ン
２
遺
跡
か
ら

出
土
し
た
直
刀
（
図86

）
と
勝
坂
式
縄
文
土
器
が
出
土
す
る
神
奈
川
県

相
模
原
市
に
近
接
す
る
神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
の
寒
川
神
社
所
蔵

久
野
２
号
墳
か
ら
出
土
し
た
直
刀
（
図87

）
は
非
常
に
酷
似
し
て
い
る
。

は
た
し
て
偶
然
だ
ろ
う
か
。
ど
ち
ら
も
ア
イ
ヌ
刀
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
が
、
し
か
し
一
般
的
に
は
、
ア
イ
ヌ
刀
は
室
町
以
降
の
作
と

さ
れ
、
論
ず
る
こ
と
は
タ
ブ
ー
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

十 

三
、
ア
イ
ヌ
の
墓
標
（
把
頭
、
柄
、
鐔
）

ア
イ
ヌ
の
墓
標
に
は
６
つ
の
系
統
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
ス
キ
タ
イ

の
ア
キ
ナ
ケ
ス
の
６
グ
ル
ー
プ
に
合
致
し
、
男
女
ふ
た
つ
の
墓
標
は
、

ス
キ
タ
イ
の
ア
キ
ナ
ケ
ス
剣
の
把
頭
と
剣
格
（
鐔
）
の
形
を
表
し
、
更

に
日
本
刀
の
茎
尻
の
形
に
な
っ
て
表
れ
る
。
実
に
興
味
深
い
事
実
だ
。

図
８
４
は
筆
者
が
北
海
道
ウ
タ
リ
協
会
（
現
北
海
道
ア
イ
ヌ
協
会
）

刀
に
は
奉
納

し
た
部
族
の

印
が
茎
尻
に

刻
ま
れ
て
い

る
。

現
代
の
刀
剣
鍛
治
諸
流
派
に
通
ず
る
茎
尻
と
推
定
さ
れ
る
が
、
こ

の
グ
ル
ー
プ
数
は
ス
キ
タ
イ
の
刀
剣
グ
ル
ー
プ
の
数
と
同
じ
６
系
統

で
あ
る.

日
本
刀
の
茎
尻

①
剣
形

②
卒
都
婆
形

③
片
山
形　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④
平
山
形

⑤
一
文
字
（
切
り
）

⑥
刃
上
が
り
栗

十
二
、
直
刀
と
弯
刀
の
特
長
を
結
合
さ
せ
た
ア
イ
ヌ

ア
イ
ヌ
刀
を
考
察
す
る
上
で
非
常
に
重
要
な
点
は
、
ア
イ
ヌ
民
族

は
弯
刀

だ
け
で

は
な
し

に
直
刀

も
作
っ
て

い
る
こ

と
だ
。
サ

ル
ン
ク

ル
（

沙

図 86. 平取町カンカン遺跡出土刀

図 87. 久野 2 号墳出土刀

図 84. アイヌ刀の
茎じり

図 85. 茎尻のいろいろ
（佐藤貫一『刀剣鑑定手

帳』刀剣保存協会昭和
30 年）
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で
展
示
し
て
い
た
墓
標
を
ビ
デ
オ
撮
影
し
た
写
真
だ
が
、
全
て
の
墓
標

で
は
な
く
、
代
表
的
な
形
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
墓
標
形
式
の
六
系
統
の
一
つ
だ
け
を
選

択
し
、
比
較
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
。
そ
の
他
の
墓
標
に
つ
い

て
は
、
系
統
に
準
じ
て
推
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

北
海
道
の
ア
イ
ヌ
の
墓
標
形
式
の
系
統
は
次
の
と
お
り
（
図85)

。

〔
Ⅰ
〕
東
エ
ン
ヂ
ウ
、〔
Ｘ
〕
西
エ
ン
ヂ
ウ
、〔
Ｔ
〕
シ
ュ
ム
ク
ル
、〔
ｏ
〕

ペ
ニ
ウ
ン
ク
ル
、〔
▲
〕
サ
ル
ン
ク
ル
、〔
Ｙ
〕
メ
ナ
シ
ク
ル
で
あ
る
。図 89. アイヌの墓標形式の系統

図 88. アイヌの墓標（北海道ウタリ協会で筆者撮影）
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ア
イ
ヌ
の
墓
標:

サ
ル
ン
ク
ル

①
二
風
谷
ア
イ
ヌ
の
墓
標
（
ア
キ
ナ
ケ
ス
羊
角
環
頭
、
剣
形
）

　
②
千
歳
ア
イ
ヌ
の
墓
標
（
羊
角
環
頭
、
剣
形
）

　
③
白
老
ア
イ
ヌ
の
墓
標
（
ア
キ
ナ
ケ
ス
羊
角
環
頭
、
剣
形
）

　
メ
ナ
シ
ク
ル
：

 

④
白
糠
ア
イ
ヌ
の
墓
標
（
ア
キ
ナ
ケ
ス
Ｔ
形
、
剣
形
） 

　　

⑤
静
内
ア
イ
ヌ
の
墓
標
（
ア
キ
ナ
ケ
ス
Ｔ
形
、
剣
形
）　　
　

　
⑥
伏
古
ア
イ
ヌ
の
墓
標
（
ア
キ
ナ
ケ
ス
卵
形
、
剣
形
）

    ⑪
網
走
ア
イ
ヌ
の
墓
標
（
ア
キ
ナ
ケ
ス
Ｔ
形
、
剣
形
）

　
シ
ュ
ム
ク
ル
：

③
長
万
部
ア
イ
ヌ
（
ア
キ
ナ
ケ
ス
羊
角
、
剣
形
）

　

図 91

図 92

図 93

図 96 図 94

図 95図 97

図 90
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東
エ
ン
ヂ
ウ

⑾ 

樺
太
内ナ

イ
ブ
チ淵

ア
イ
ヌ
の
墓
標
（
Ⅰ
形
、
剣
形
、
Ｘ
）

　
十
三
、
ス
キ
タ
イ
グ
ル
ー
プ
と
ア
イ
ヌ
の
墓
標
と
の
比
較

筆
者
が
比
較
検
討
し
た
グ
ル
ー
プ
は
次
頁
以
降
の
と
お
り
。

比
較
手
順
は
、
先
ず
ア
キ
ナ
ケ
ス
の
特
徴
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
た

ス
キ
タ
イ
グ
ル
ー
プ
を
選
び
、
比
較
す
る
剣
を
一
つ
選
択
。
次
い
で
ア

キ
ナ
ケ
ス
の
特
徴
で
あ
る
⑴
把
頭
（
柄
頭
）、
⑵
柄
の
特
徴
、
⑶
剣
格

（
鐔
）
を
観
察
し
関
連
性
が
見
ら
れ
る
墓
標
を
選
ぶ
。
⑷
墓
標
と
ア
キ

ナ
ケ
ス
を
観
察
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ン
ボ
ル
に
共
通
性
が
な
い
か
観
察
。

⑸
墓
標
が
き
ま
っ
た
ら
そ
の
形
か
ら
茎
尻
を
推
定
し
既
存
の
流
派

に
当
て
は
ま
る
か
検
討
し
、
⑵
の
柄
の
特
徴
か
ら
⑹
上
古
刀
の
柄
を

推
定
し
た
。

墓
標
は
男
性
と
女
性
に
別
れ
て
い
る
の
で
、
ア
キ
ナ
ケ
ス
の
把
頭

は
男
性
、
剣
格
は
女
性
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
剣
格
（
鐔
）

が
円
く
な
っ
た
り
ハ
ー
ト
型
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
女
性
ら
し
さ
を

強
調
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

網
走
ア
イ
ヌ
の
墓
標
を
観
察
し
た
結
果
で
は
、
Ｙ
形
墓
標
に
桧
垣

が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
を
ヤ
ス
リ
目
と
し
て

考
察
す
る
と
、
網
走
ア
イ
ヌ
と
美
濃
伝
刀
祖
長
光
や
浪
ノ
平
と
の
関

係
が
伺
わ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
れ
は
佐
藤
寒
山
先
生
の
「
刀

剣
鑑
定
手
帖
」
に
ヤ
ス
リ
目
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
御
意
見
を

参
考
に
し
た
（
注
８
。p.107

）。

図 102

④
八
雲
ア
イ
ヌ
の
墓
標
（
ア
キ
ナ
ケ
ス
羊
角
環
頭
、
剣
形
）

    

（
不
明
）

⑤
琴
似
ア
イ
ヌ
の
墓
標
（
ア
キ
ナ
ケ
ス
茎
大
刀
）

　

 西
エ
ン
ヂ
ウ
：

⑨
余
市
ア
イ
ヌ
の
墓
標
（
ア
キ
ナ
ケ
ス
楕
円
形
、
卵
形
）

　

 ぺ
ニ
ウ
ン
ク
ル
：

⑽
近
文
ア
イ
ヌ
の
墓
標
（
ア
キ
ナ
ケ
ス
楕
円
形
、
卵
形
）

　　

図 98図 99
図 100図 101
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⑴把頭（男）

⑶剣格（女）
　剣形＝ Y
　またはＶ

⑵柄の特徴

⑷シンボル X（神＝熊）

網
走
ア
イ
ヌ
（
メ
ナ
シ
ク
ル
：
Ｙ
）

⑸茎尻：一文字（切り）、卒塔婆形

⑵柄の特徴：毛抜形
鑢目：桧垣：美濃（波平）
鎌倉鍛治刀祖。
⑹上古刀：毛抜形

ア
キ
ナ
ケ
ス
⑴
ケ
レ
ル
メ
ス(Kelerm

es) 

タ
イ
プ 

グ
ル
ー
プ

考
察
方
法
：
⑴
把
頭
、
⑵
柄
の
特
徴
、
⑶
剣
格
（
鐔
）
の
特
徴
。

つ
ぎ
に
把
頭
に
似
た
墓
標
を
選
ぶ
。墓
標
か
ら
ア
イ
ヌ
を
特
定
す
る
。

墓
標
に
描
か
れ
て
い
る
⑷
シ
ン
ボ
ル
を
確
認
し
、⑸
茎
を
推
定
す
る
。

⑹
上
古
刀
の
柄
を
特
定
す
る
。
⑺
ア
イ
ヌ
刀
を
調
査
す
る
。

図 103

⑵
ヴ
ェ
ッ
テ
ル
フ
ェ
ル
ド(Vettersfelde)

タ
イ
プ 

グ
ル
ー
プ

①"Shum
eyko" type by Topak.

Ｔ
形
把
頭
：
太
樋
柄
、
ハ
ー
ト
型
剣
形
鍔
、
長
剣
（
樋
か
き
通
し
）

⑴把頭（男）

⑶剣格（女）
剣形＝ハート

⑵柄の特徴

⑷シンボル X（神＝熊）（注）スキタイの神々は
ギリシャ神話に基づいている。つまり大熊座、小熊座

静
内
ア
イ
ヌ
（
メ
ナ
シ
ク
ル
：
Ｙ
）

⑸茎尻：一文字（切り）、片山形

アキナケス
⑵柄の特徴：樋入り
　（毛抜きの一種）

図 104
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⑶
ソ
ロ
カ(Solokha)

タ
イ
プ 

グ
ル
ー
プ（
羊
角
環
頭
グ
ル
ー
プ
）

①"Griffi
n type"　

羊
角
環
頭
形
把
頭
：
樋
入
柄
、 

Ｙ
形
又
は
剣
形
鐔
、長
剣
（
樋
無
し
）

⑴把頭（男）

⑶剣格（女）
　剣形

⑵柄の特徴
二
風
谷
ア
イ
ヌ
（
サ
ル
ン
ク
ル
：
▲
）

⑸船形茎：栗尻、剣形

アキナケス
⑵柄の特徴：樋入り
　（毛抜きの一種）

←⑺環頭形小刀
イリマキリ（注 7）

図 105

⑷
チ
ェ
ル
ト
ム
リ
ク(Chertom

lyk) 

タ
イ
プ
グ
ル
ー
プ 

①Chertom
lyk type.

楕
円
形
把
頭
：
紋
様
入
柄
、紋
様
入
剣
形
剣
格
、長
剣
（
樋
無
し
）

⑴把頭（男）
⑵柄の特徴

内な
い
ぶ
ち淵

ア
イ
ヌ
（
東
エ
ン
ヂ
ウ
：
Ⅰ
）

⑸栗尻：卒塔婆形、剣形

アキナケス
⑵柄の特徴：動物紋
日本刀の柄巻 XXXX

図 106

⑶剣格（女）
　剣形
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アキナケス
⑵柄の特徴：
柄頭：蛇
柄：鹿と動物
剣格：動物

⑷
チ
ェ
ル
ト
ム
リ
ク(Chertom

lyk) 

タ
イ
プ
グ
ル
ー
プ 

①

Chertom
lyk type.

②"Shulgovka" type by Topal.

楕
円
形
把
頭
：
文
様
入
柄
、
山
形
（
片
山
形
）
鍔
、
長
剣

⑴把頭（男）

⑶剣格（女）
　剣形

八
雲
ア
イ
ヌ
（
シ
ュ
ム
ク
ル
：
Ｔ
）

⑸茎尻：栗尻、剣形

蛇

虎？
熊？

鹿

Tabiti：鹿

Api ：？

Thagimasidas ：Poseidon, 
ポセイドン

スキタイの神：ギリシャ
神話（星座）に由来

刀身：踏ん張り
のある舞草刀

図 107

ギリシャ神話には神剣
を鍛造する時に相槌を打
つ１つ目の巨人の神がい
る。これが日本の鍛治神

「天眼一箇神」のルーツ。



31

結
論
（
仮
説
）

ア
イ
ヌ
の
墓
標
と
ア
キ
ナ
ケ
ス
を
比
較
し
た
結
果
、
予
想
以
上
の

関
連
性
が
発
見
さ
れ
た
。
一
つ
は
縄
文
土
器
と
の
関
係
（
シ
ャ
マ
ニ

ズ
ム
紋
）、
二
つ
は
刀
剣
の
流
派
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
茎
尻
の
形

式
（
エ
ム
シ
と
流
派
の
関
連
性
）
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
関
連
し

て
ア
イ
ヌ
の
製
鉄
方
法
（
坩
堝
法
）
も
推
定
さ
れ
、
今
後
関
連
す
る
多

く
の
人
達
に
よ
っ
て
裏
づ
け
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

年
代
の
関
連
性
で
は
、
ア
キ
ナ
ケ
ス
の
グ
ル
ー
プ
の
年
代
と
縄
文

土
器
の
年
代
比
較
、
ア
キ
ナ
ケ
ス
グ
ル
ー
プ
の
年
代
と
日
本
の
上
古

刀
の
年
代
比
較
、
茎
グ
ル
ー
プ
と
古
大
刀
の
年
代
比
較
、
な
ど
が
今

後
の
課
題
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
ア
イ
ヌ
の
墓
標
を
詳
細
に
実

地
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
本
稿
で
強
調
し
た
仮
説
な
ど

を
ま
と
め
て
結
論
と
し
た
い
。

仮
説
⑴ 

オ
ホ
ー
ツ
ク
式
土
器
と
黒
窯
は
共
通
し
て
い
る

韓
国
済
州
島
の
黒
窯
と
呼
ば
れ
る
窯
で
焼
い
た
土
器
は
オ
ホ
ー
ツ

ク
式
土
器
に
形
が
似
て
い
る
。

北
海
道
大
学
天
野
哲
也
教
授
の
御
研
究
に
よ
る
と
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

式
土
器
は
多
層
式
土
器
で
あ
る
と
い
う
。
黒
窯
の
造
り
方
も
同
様
な

の
で
双
方
に
共
通
性
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

黒
窯
と
言
う
名
称
は
、
釉
薬
を
使
わ
ず
に
焼
い
て
自
然
に
陶
器
を

黒
く
す
る
窯
の
意
味
で
あ
る
。
数
年
前
に
済
州
島
で
黒
窯
の
陶
器
製

作
者
に
直
接
会
い
、
作
り
方
を
ビ
デ
オ
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

最
初
に
彼
は
「
日
本
刀
と
同
じ
制
作
方
法
で
す
」
と
言
う
。

ま
ず
粘
土
を
採
取
し
て
充
分
に
こ
ね
る
。（
彼
は
採
集
地
か
ら
二
振

り
の
刀
剣
を
見
つ
け
た
）。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
寝
か
せ
て
以
後
、
陶

⑸
茎
大
刀
様
式
グ
ル
ー
プ

⑤Thracian knife.　

ト
ラ
キ
ア
ン　

ナ
イ
フ

栗
尻
？
、
目
釘
孔
３
、
刃
区
な
し
、
弯
剣

⑥Chaush type by Topal.

一
文
字
（
切
）
茎
、
目
釘
孔
２
：
刃
区
付
、
幅
広
長
剣

⑸茎尻：栗尻、一文字（切）

⑵柄の特徴：
目釘穴

図 108

琴
似
ア
イ
ヌ
（
不
明
）
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し
て
製
作
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
全
て
の
土
器
に
当

て
は
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
の
一
二
〇
〇
度
の
耐
火
土
器
の
使
用
目
的
は
な
に
か
。

仮
説
⑶ 

坩
堝
と
擦
文
土
器
で
ウ
ー
ツ
を
作
る
こ
と
が
で
き
る

坩
堝
法
は
一
個
の
土
器
を
使
う
方
法
で
は
な
い
。
土
器
の
中
に
小

さ
い
土
器
（
坩ル

ツ
ボ堝

）
を
密
封
し
て
加
熱
す
る
製
錬
方
法
で
あ
る
。

坩
堝
の
中
に
原
料
鉱
石
（
岩
鉄
鉱
石
）
と
枯
葉
（
炭
素
の
生
成
）

か
カ
オ
リ
ン
（
イ

ン
ド
の
ウ
ー
ツ
。
多

分
、
塩
）
を
一
緒
に

入
れ
て
密
封
す
る
。

こ
の
坩
堝
を
擦
文
土

器
の
内
部
に
重
ね
る

器
を
製
作
す
る
時
は
水
は
一
切
使
わ
な
い
。
鉄
を
赤
め
て
叩
く
素
延

べ
の
如
く
半
円
球
の
板
で
叩
い
て
横
に
長
く
伸
ば
し
、一
度
折
り
返
す
。

こ
の
時
に
粘
土
の
間
に
空
気
が
入
ら
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払

う
。
も
し
空
気
が
入
る
と
「
フ
ク
レ
」
が
生
じ
窯
で
焼
い
た
と
き
に
割

れ
て
し
ま
う
。
折
り
返
し
て
延
ば
し
た
粘
土
を
①
底
の
部
分
、
②
上

の
部
分
、
③
胴
体
部
分
に
切
断
し
た
。

底
部
分
を
両
手
で
丸
く
成
形
す
る
と
、
次
は
胴
体
部
分
の
下
部
を

丸
め
、
底
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
接
続
し
た
。
こ
の
時
だ
け
少
し
水
を

使
う
。
胴
体
部
の
内
部
に
丸
い
当
て
物
を
当
て
、
外
側
か
ら
紋
様
の

付
い
た
板
で
叩
き
、土
器
全
体
に
丸
み
を
持
た
せ
る
よ
う
に
成
形
し
た
。

最
期
に
口
の
部
分
を
付
け
て
、
全
体
を
纏
め
た
。（
窯
の
メ
ー
カ
ー
株

式
会
社
シ
ン
リ
ュ
ー
小
沢
忠
社
長
に
よ
る
と
、
こ
の
方
法
は
古
唐
津

焼
と
同
様
で
あ
る
と
言
う
。）

な
ぜ
水
を
使
わ
ず
に
叩
く
だ
け
の
素
延
べ
な
の
か
、
な
ぜ
折
り
返

す
の
だ
ろ
う
か
。
彼
の
師
は
人
間
国
宝
だ
っ
た
の
で
、
遠
慮
し
て
私
は

そ
れ
以
上
質
問
し
な
か
っ
た
。
多
分
、
耐
火
性
を
高
め
る
の
が
目
的

だ
ろ
う
と
推
測
し
た
。縄
文
土
器
の
耐
火
温
度
は
約
八
〇
〇
度
で
あ
る
。

し
か
し
、
黒
窯
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

仮
説
⑵ 

オ
ホ
ー
ツ
ク
式
土
器
、
擦
文
土
器
は
耐
火
度
が
高
い

黒
窯
に
水
を
使
わ
な
い
理
由
は
①
土
器
の
耐
火
性
を
高
め
る
為
で
、

②
折
返
し
て
焼
く
理
由
は
、
一
二
〇
〇
度
の
高
温
で
使
用
し
て
も
耐

え
ら
れ
る
か
、
実
際
に
窯
で
焼
い
て
試
す
の
が
目
的
と
推
定
さ
れ
る
。

窯
の
内
部
温
度
は
一
二
〇
〇
度
で
あ
る
。

以
上
の
観
点
か
ら
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
式
や
擦
文
式
土
器
の
製
作
も
、

①
耐
火
性
を
高
め
る
た
め
に
で
き
る
だ
け
水
を
使
わ
ず
、
②
折
返
し

て
窯
で
焼
き
、
土
器
が
一
二
〇
〇
度
の
火
に
か
け
て
も
割
れ
な
い
か
試

図 109. モヨロ遺跡（擦文土器と伴出した遺物）（注 8)

図 110. 熱処理されたバルカ
リアン刀（300 年前に製作）
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手
県
の
中
尊
寺
の
清
衡
棺
上
刀
で
あ
る
。
形
は
ア
イ
ヌ
刀
で
地
鉄
は

ま
っ
た
く
異
っ
て
い
る
。
も
う
一
点
、
ア
イ
ヌ
刀
に
も
折
返
し
鍛
練
さ

れ
て
所
謂
日
本
刀
の
地
金
と
評
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
（
図112

）。

こ
の
強
靭
性
の
テ
ス
ト
を
す
る
手
立
て
は
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

つ
ぎ
に
清
衡
棺
上
刀
と
毛
利
美
術
館
の
ア
イ
ヌ
刀
を
墓
標
と
比
較

検
討
し
て
見
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

清
衡
棺
上
刀
は
、
ア
イ
ヌ
文
化
（
海
の
神
シ
ャ
ケ
の
形
）
と
エ
ム

シ
の
作
刀
技
術
が
融
合
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
墓
標
と
の
比

較
研
究
す
る
と
、
な
に
か
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

現
存
す
る
ア
イ
ヌ
刀
は
室
町
期
以
降
と
さ
れ
る
も
の
が
多
い
が
、

そ
の
理
由
は
三
点
考
え
ら
れ
る
。

第
一
点
は
、
ア
イ
ヌ
に
は
イ
ワ
ク
テ
と
言
う
習
慣
が
あ
る
の
で
、

古
い
も
の
を
土
中
に
埋
め
て
天
国
に
返
す
の
で
、
ア
イ
ヌ
の
古
刀
は

な
か
な
か
み
つ
け
ら
れ
な
い
こ
と
。

第
二
点
。
ア
イ
ヌ
刀
の
地
金
は
日
本
刀
と
較
べ
て
劣
る
と
み
ら
れ

る
の
は
、
儀
礼
刀
を
観
察
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

第
三
点
は
、
製
作
方
法
が
異
っ
て
い
る
。

ア
イ
ヌ
刀
は
ウ
ー
ツ
で
製
作
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
図
１
０
７
は

バ
ル
カ
リ
ア
ン
刀
で
強
靭
だ
が
、
地
金
は
日
本
刀
の
よ
う
に
美
し
く

は
な
い
。
強
靭
性
を
高
め
る
熱
処
理
技
術
が
あ
っ
た
筈
だ
。

仮
説 

⑸  

ア
イ
ヌ
は
熱
処
理
技
術
を
行
っ
て
い
た

嘗
て
バ
ル
カ
リ
ア
ン
は
、
作
刀
し
て
か
ら
動
物
の
角
に
入
れ
て

八
〇
〇
度
か
ら
七
〇
〇
度
で
焼
き
入
れ
を
行
っ
た
と
言
う
（
ダ
マ
ス
カ
ス

刀
鍛
治
ハ
ム
ザ
ッ
ト
・
バ
チ
エ
フ
）。
こ
れ
は
錆
止
め
と
表
面
を
美
し
く
見
せ

る
効
果
が
あ
る
。
鉄
質
が
硬
化
す
る
の
で
重
ね
を
薄
く
し
、
強
靭
な
刃

に
す
る
事
が
で
き
る
（
図110

）。
し
か
し
、
詳
細
方
法
は
現
在
失
伝
し

よ
う
に
数
個
設
置
し
て
自
然
の
強
風
を
利
用
し
て
で
き
る
だ
け
高
温

（
一
二
〇
〇
度
以
上
）
で
坩
堝
を
加
熱
す
る
。
擦
文
土
器
も
坩
堝
も
最

後
に
は
破
損
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
焼
け
跡
か
ら
鉄
を
拾

い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
坩
堝
で
製
鉄
し
た
刀
剣
は
九
十
度
に
曲
げ
て

も
折
れ
な
い
と
言
う
（
図110

。
注
５
）。
こ
の
点
が
非
常
に
重
要
だ
が
、

日
本
で
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

仮
説
⑷ 

ア
イ
ヌ
は
弯
刀
と
直
刀
の
特
長
を
融
合
さ
せ
た

刀
剣
上
で
ア

イ
ヌ
と
エ
ム
シ

の
関
係
を
う
か

が
え
る
物
と
し

て
筆
者
が
注
目
し

て
い
る
の
は
、
岩図 112.  アイヌ刀（毛利コレクション展図録より抜粋）

図 111. 清平棺上刀
この刀の容姿はアイヌ刀
そのものだ。アイヌの作
か
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て
い
る
と
言
う
。
こ
れ
は
低
炭
素
鋼
の
熱
処
理
方
法
で
あ
る
。

も
う
一
つ
失
伝
し
て
い
る
の
は
、
三
種
の
鉄
（
白
山
神
社
伝
承
）
で

鍛
え
る
と
い
う
ダ
マ
ス
カ
ス
刀
の
作
り
方
で
あ
る
。
現
在
の
バ
ル
カ

リ
ア
ン
は
高
炭
素
鋼
（
炭
素
一
・
三
％
）
と
低
炭
素
鋼
（
炭
素
〇
・
三
％
）

に
ク
ロ
ム
、
モ
リ
ブ
デ
ン
、
ニ
ッ
ケ
ル
（
各
一
％
）
の
合
金
を
合
わ

せ
た
十
一
枚
の
鉄
片
を
一
気
に
鍛
着
し
て
ダ
マ
ス
カ
ス
刀
を
つ
く
る
。

こ
の
技
術
は
古
代
の
日
本
で
は
ニ
ッ
ケ
ル
、
ク
ロ
ム
、
モ
リ
ブ
デ
ン
の

入
手
が
難
し
か
っ
た
の
で
、
自
然
消
滅
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

仮
説
⑹ 

移
配
さ
れ
た
エ
ミ
シ
は
流
派
の
元
祖
で
あ
る

東
北
北
部
、
関
東
及
び
北
海
道
で
出
土
す
る
蕨
手
刀
、
毛
抜
形
蕨

手
刀
、
立
鼓
柄
刀
、
蝦
夷
刀
は
全
て
エ
ミ
シ
（
ア
イ
ヌ
）
刀
で
あ
る

と
筆
者
は
推
定
し
た
。
今
後
さ
ら
に
墓
標
の
観
察
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
ア
イ
ヌ
鍛
治
（
ス
キ
タ
イ
鍛
治
）
と
関
連
性
が
あ
る
全
国
各
地
に

点
在
す
る
流
派
と
の
関
係
を
調
査
検
証
す
る
事
が
望
ま
れ
る
。

仮
説
⑺
　
日
本
に
渡
来
し
た
ア
ー
リ
ヤ
ン
の
後
裔
た
ち

日
本
の
上
古
刀
は
ス
キ
タ
イ
の
ア
キ
ナ
ケ
ス
と
同
一
形
で
は
な
い
。

し
か
し
、
異
な
る
年
代
の
六
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝

承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
ど
の
様
に
見
る
べ
き
か
。

（
問
答
形
式
）

①
日
本
の
弯
刀
の
始
ま
り
は
？

答
：
５
世
紀
こ
ろ
タ
タ
ー
ル
が
渡
来
し
弯
刀
を
持
ち
込
ん
だ
筈
だ
。

②
ア
キ
ナ
ケ
ス
直
剣
の
特
徴
が
弯
刀
に
伝
承
さ
れ
た
時
期
は
？

答
：
紀
元
前
３
世
紀
の
ア
キ
ナ
ケ
ス
時
代
に
渡
来
し
た
の
で
は
な

く
、
ス
キ
タ
イ
が
タ
ウ
リ
ス
／
ス
キ
タ
イ
と
な
り
古
代
ギ
リ
シ
ャ
と
共

同
体
と
な
っ
て
か
ら
渡
来
し
た
。
つ
ま
り
は
紀
元
前
２
〜
１
世
紀
以

後
〜
５
世
紀
頃
と
推
定
さ
れ
る
。

③
シ
ベ
リ
ヤ
で
は
環
頭
が
羊
角
に
変
様
し
て
い
る
が
、
九
州
に
は
素

環
頭
直
刀
が
到
来
し
て
い
る
理
由
？

答
：
素
環
頭
大
刀
は
シ
ル
ク
ク
ロ
ー
ド
を
経
て
到
来
し
た
が
、
蕨

手
刀
は
シ
ベ
リ
ヤ
方
面
か
ら
到
来
し
た
文
化
で
あ
る
。
シ
ベ
リ
ヤ
方

面
の
羊
角
小
刀
（
両
刃
）
を
持
ち
込
ん
だ
の
は
ス
キ
タ
イ
／
チ
ュ
ル

キ
ー
（
剣つ

る
ぎの

語
源
） 

で
あ
ろ
う
。

素
環
頭
大
刀
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
が
使
っ
た
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
人

の
背
丈
は
約
九
尺
以
上
あ
っ
た
そ
う
な
の
で
、
藤
原
清
衡
は
ギ
リ
シ
ャ

人
か
も
し
れ
ぬ
。
日
本
の
神
話
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
基
づ
い
て
い
る
の

で
、
指
導
者
的
立
場
の
人
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ギ
リ
シ
ャ
神
話
は
紀
元
前
一
世
紀
に
ギ
リ
シ
ャ
の
ヘ
ロ
ド
ト
ス
が

北
方
民
族
の
神
話
を
編
さ
ん
し
て
作
り
上
げ
た
の
で
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ

人
が
紀
元
前
１
世
紀
頃
に
素
環
頭
大
刀
と
神
話
を
日
本
に
持
ち
こ
ん

だ
で
あ
ろ
う
。

④
関
西
や
関
東
に
直
刀
が
出
土
す
る
の
は
何
故
か
。

答
：
ギ
リ
シ
ャ
系
ア
イ
ヌ
（
環
頭
形
、
ト
ラ
キ
ヤ
ン
系
茎
形
）
は

九
州
に
上
陸
し
、
関
西
を
経
て
北
上
し
な
が
ら
直
刀
を
製
作
し
た
。

⑤
上
古
刀
は
、
な
ぜ
茎
造
り
が
主
流
に
な
っ
た
の
か
。

答
：
ア
キ
ナ
ケ
ス
の
茎
形
グ
ル
ー
プ
は
ト
ラ
キ
ヤ
ン
の
茎
形
で
、

タ
タ
ー
ル
も
作
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
ア
キ
ナ
ケ
ス
の
最
終
的
変
様
形
で

あ
る
。
茎
造
り
刀
は
古
墳
出
土
の
小
刀
や
大
刀
に
表
れ
る
は
ず
。
つ
く

り
が
簡
単
で
柄
を
付
け
る
の
に
便
利
だ
か
ら
。

⑥
透
か
し
柄
の
毛
抜
形
蕨
手
刀
が
毛
抜
形
太
刀
ま
で
つ
づ
く
理
由
？
。

答
：
エ
ミ
シ
が
日
本
に
定
住
し
た
事
を
示
し
て
い
る
。

⑦
北
海
道
ア
イ
ヌ
は
現
在
作
刀
し
て
い
な
い
の
は
何
故
？
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答
：
東
北
で
優
秀
な
刀
鍛
冶
エ
ミ
シ
は
、
北
海
道
に
北
上
で
き
ず

東
北
藤
原
家
の
鍛
治
集
団
と
し
て
仕
え
た
。
彼
ら
は
時
の
権
力
者
に

よ
っ
て
各
地
に
移
配
さ
れ
、
刀
作
り
に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
。

北
海
道
八
雲
ア
イ
ヌ
グ
ル
ー
プ
は
北
海
道
に
移
住
し
て
か
ら
東
北

エ
ミ
シ
の
真
似
を
し
て
作
刀
し
、
祭
祀
に
使
用
し
た
だ
ろ
う
。

古
い
時
代
に
北
上
し
た
樺
太
の
内
淵
ア
イ
ヌ
は
、
実
戦
刀
を
作
刀

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
以
上
）

御
礼
：

末
筆
な
が
ら
、
本
稿
を
書
き
上
げ
る
た
め
に
、
北
海
道
大
学
天
野 

哲
也
教
授
と
ト
ル
コ
国
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
ア
シ
ム
・
エ
ル
ト
ゥ
ル

ク
氏
の
多
大
な
る
御
協
力
を
得
た
。

天
野
先
生
か
ら
は
礼
文
島
の
元
地
遺
蹟
の
写
真
提
供
な
ど
多
く
の

御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

ア
シ
ム
氏
は
、
ス
キ
タ
イ
に
関
す
る
二
冊
の
書
を
筆
者
に
郵
送
し
て

く
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
ス
キ
タ
イ
画
像
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

手
順
を
整
え
て
く
れ
た
。
画
像
は
本
書
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

紙
面
を
お
借
り
し
て
両
氏
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。
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